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公益社団法人大阪府臨床検査技師会 

平成 28年度第 4回（7月）理事会議事録 

 

◇ 日 時： 平成 28年 7 月 14日（木）午後 7時 00分～8時 40分 

◇ 会 場： 公益社団法人 大阪府臨床検査技師会事務所 

◇ 出席者： 竹浦、吉本、高田、田畑、井戸田、酒井、清水、出野、山田、山西、杉山、増田、 

久保田、上田、梶、岡本、井口、安保、荒木監事、事務（岩﨑）                            

◇ 欠席者： 柴監事  

◇ 議 長： 竹浦 

 

【 討議内容 】 

Ⅰ．行動報告（6月分） 

別紙参照 

 

Ⅱ．経過報告 

1. 日臨技関係 

1）平成 28年度日臨技定時総会報告 

日時：平成 28年 6月 18日（土）午前 10時～12時 

会場：大森東急 REIホテル 5階フォレストルーム 

議決権会員数 56,241人に対して総会出席数 31,621人で成立された事の報告があった。 

第 1号議案 平成 27年度事業報告及び決算報告について承認された。 

第 2号議案 平成 28・29年度理事の選出は候補者 30名が個別審議され、承認された。 

 2）平成 28年度日臨技第 2回理事会報告 

   日時：平成 28年 6月 18日（土）午後 1時～2時 

   会場：日臨技会館 

   議題 

   第 1号議案 代表理事の選出：宮島、長沢、椙山 

   第 2号議案 執行理事の選出：深澤、千葉、椙山、西浦、丸田、長沢、横地、池澤、滝野、片山 

   第 3号議案 会長及び副会長の選出：宮島会長、長沢副会長、椙山副会長 

   第 4号議案 専務理事、常務理事の選出：横地専務理事、丸田常務理事 

   第 5号議案 事務所を主たる場所の勤務とするもの：宮島、横地 

   第 6号・7号議案 支部役員の選任と委員会の承認を行った。 

 

2. 事務局 

〈総務部〉6月 15日（水）に部会を開催した。 

・法人設立 30周年・技師会創立 65周年記念事業について協議した。 

 ・大阪府提出用電子申請版平成 27年度事業報告について協議した。 

・大臨技ホームページの更新について検討した。 

・「大臨技会報（通巻 202号）」の発行について検討した。 

・会員の所属について検討した。 

・大臨技ニュース 6月号を発行した。 
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・大臨技ホームページを随時更新した。 

・Web班会議を開催した。 

〈会計部〉6月 15日（水）に部会を開催した。 

・5月度収支決算書を作成した。 

 ・事務員 6月給与を送金した。 

〈渉外部〉6月 21日（火）に部会を開催した。 

・手話講演会の進捗状況について説明を行った。 

・大臨技・大放技合同フォーラム委員会について説明を行った。 

・献血推進活動について説明を行った。 

・全国検査と健康展について討議した。 

・平成 28年度がん予防フォーラムについて討議した。 

 ・各担当や役割分担について説明を行った。 

 

3.  事業局   

〈情報組織部〉6月 17日（金）に部会を開催した。 

・5月 21日に開催した「新人の集い」の反省と今後の課題について討議した。 

・平成 28年度技師長会を、平成 29年 2月 18日に開催することを決定した。 

〈地区事業部〉6月 16日（木）に部会を開催した。 

 ・マタニテイカーニバル 2016（6月 4日・5日）の反省会を行った。 

来年度は 4D超音波検査の運用方法を変更することとした。 

・検査説明・相談ができる臨床検査技師育成講習会の開催日・場所、広報について決定した。 

開催日：平成 28年 9月 24日（土）・25日（日）、開催場所：ホテル NCB（中之島センタービル） 

大臨技ニュース 8月号に募集要項を掲載する。 

〈学術部〉6月 28日（火）に部会を開催した。 

・理事会報告を行った。 

・大臨技医学検査学会における学術部協力要請を依頼した。 

 

Ⅲ．報告事項  

1. 大臨技医学検査学会運営委員会について（井戸田常務理事） 

・第 3 回運営委員会を 6 月 14 日（火）に開催し、会場見学報告、各企画の進捗状況報告、今後の課

題について検討し、今後のスケジュールについて引き続きメールでの共有を行うことにした。 

 ・第 4 回運営委員会を 6 月 30 日（木）に開催し、各グループの進捗状況報告および課題について討

議した。また、プログラムのスケジュール案について調整した。 

 ・プログラムに府民公開講座を追加する。 

2. 大阪府への平成 27年度事業報告について（酒井常務理事） 

 ・6月 20日（月）に柴監事、酒井常務理事、山田理事により平成 27年度事業報告の打ち合わせを行

い、6月 28日（火）に大阪府に事業報告の電子申請を行った。 

3. 大臨技ホームページについて（山田理事）  

 ・6 月 27 日（月）に web 班会議を開催し、近畿日本ツーリストの高橋氏、吉本副会長、酒井常務理

事、山田理事、真鍋委員、岡部委員、上遠野委員、上村委員が参加した。 

 ・以下について検討した。 
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①ホームページ内容に関する件 

②WordPressのバージョンアップに関する件 

③データ保管用サーバー運用の可否確認 

④大臨技ホームページ定期メンテナンス代の確認 

 ・今後の大臨技ホームページ運用に関する年間予算額を 50,000円とする。 

4. 「大臨技会報（通巻第 202号）」の発行について（酒井常務理事）を 

・9月 1日発行に向けて各掲載内容を作成中である。 

5. 日臨技定時総会について（竹浦会長） 

・平成 28 年 6 月 18 日（土）10：00～12：00、大森東急 REC ホテル 5 階フォレストルームにて開

催された。 

・第 1 号議案「平成 27 年度事業報告及び決算報告について」および第 2 号議案「平成 28・29 年度

理事の選任について」の採決が行われ承認された。 

6. 大阪府地域医療推進協議会について（竹浦会長） 

 ・平成 28 年 7 月 28 日（木）17：00 からシェラトン都ホテルにて、平成 28 年度第 1 回大阪府地域

医療推進協議会が開催される。 

・大臨技から、会長、副会長、常務理事、会計部長の 7名が参加する。 

7. 検査説明・相談ができる臨床検査技師育成講習会について（田畑常務理事） 

 ・予定事業期間 3 年の最終事業として「平成 28 年度検査説明・相談ができる臨床検査技師育成講習

会」を開催する。 

 ・平成 28年 9月 24日（土）・25日（日）、ホテル NCB（中之島センタービル）にて開催し、受講対

象人数は 64名とする。 

 ・大臨技ニュース 8月号に施設長宛の受講承諾願い、実施要項、カリキュラムを同封する。 

8. その他 

 ・がん予防フォーラムについて 

  平成 28年度がん予防フォーラムを、平成 29年 3月 11日（土）、阪急うめだホール（収容人数 408

名）にて開催予定である。 

 ・大臨技事務所における資料用のコピー料金を徴収することとなった。白黒コピー1枚 5円、カラー

コピー1枚 20円とする。 

     

Ⅳ．議 題  

1. 会員の資格について（吉本副会長） 

・日臨技会員管理システムの変更に伴い、会員専用サイトから会員自身が任意に希望の所属都道府県

技師会を選択することが可能となったため大臨技会員の所属技師会の扱いが煩雑となった。 

 対策として、現行の組織運営規程に新たに「第 3 章 会員 第 3 条（会員の資格）」、「第 3 章 会

員 第 4条（会員証）」を追加する改訂案が提示され、承認された。 

2. 大臨技への後援依頼について（吉本副会長） 

・平成 29年 2月 15日～17日開催の「メディカルジャパン 2017大阪」の後援申請が承認された。 

・平成 29年 3月 4日開催の「第 10回日本医療マネジメント学会大阪支部学術集会」の後援申請が承

認された。 

・平成 28 年 8 月 20 日・21 日開催の「泌尿器細胞診新報告様式に沿ったワークショップ」の後援申

請が承認された。 
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3. 広告依頼について（酒井常務理事） 

・大臨技賛助会員の関西アイエヌエスサービス株式会社より、大臨技会員に対しがん保険集団加入の

案内パンフレットの配布依頼があり、例年通りの対応として広告費を請求し、大臨技ニュース 8月

号に同封することとした。 

4. 「法人設立 30周年、技師会創立 65周年」記念事業について（酒井常務理事） 

 ・6月 29日（水）に会場となるホテル大阪ベイタワーに出向き担当者と打ち合せを行った。 

 ・開催までのスケジュールに沿って、当日タイムスケジュール案の説明、案内状と一般用および賛助

会員用返信用はがきの確認、会場レイアウト等の確認、会場側見積と大臨技予算書の比較、当日の

役割分担案の説明を行った。 

・全役員に参加者リストのチェックをお願いした。 

・大阪府知事表彰については大阪府に候補者を申請中であり、会長賞の対象者の選定については会長

に一任する。 

5. その他 

 ・学術部の一部の部門において研修会時の参加受付方法が通常の方法と異なるとの報告があったため、

次回理事会で検討することとした。 

 

以上 

 


